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家賀再生プロジェクト

家賀再生プロジェクトは、「ソラ」と呼ばれる山あいの家賀集落

において、伝統的な農法である「にし阿波の傾斜地農耕システム」

により藍を栽培しています。この農法はSDGsの取組としても評価

され、多くの企業や学識者などが訪れています。藍を活用した商品

開発や農泊・農業体験の受入れによる関係人口の増加等の取組が、

集落の活性化に貢献していることが評価されました。

枋谷代表は、「地域のボ

ランティア、協力企業など

の多くの方の力で家賀再生

プロジェクトは成り立って

いる。今後も地域活性化、

社会貢献のために活動した

い」と話されました。

【令和６年12月13日つるぎ町農業構造改善センターにて】

 中国四国農政局は、農山漁村の地域資源を引き出すことにより地域の活性化や所得向上に取り組

んでいる優良な事例を、中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」として選定・発信

しています。

徳島県内では13件の応募があり、中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」に1団

体、今後の活躍が期待できる地方奨励賞に2団体が選定されました。徳島県拠点は、選定された３

団体に選定証の授与を行いました。

選定地区の概要については、下記URLを御覧ください。（中国四国農政局ホームページ）

https://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html#tyuushisentei

中国四国農政局「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」選定地区及び地方奨励賞選定地区

市町村 地区名／氏名 受賞部門

つるぎ町 家賀再生プロジェクト コミュニティ・地産地消

勝浦町 特定非営利活動法人 K－Friends 地方奨励賞

美波町 株式会社四国の右下木の会社 地方奨励賞
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https://www.maff.go.jp/chushi/nouson/kaseika/discover.html#tyuushisentei


◎ 「News Letter」は、原則奇数月に発行しています。
編集：中国四国農政局 徳島県拠点
〒770-0943徳島県徳島市中昭和町2丁目32番地
TEL (088)622-6133(内線403) <農政局HP> https://www.maff.go.jp/chushi/

◆ニュースレターに関するアンケートにご協力ください。 https://www.contactus.maff.go.jp/j/chushi/form/nl180401.html

特定非営利活動法人 K－Friends

株式会社四国の右下木の会社

K－Friendsは、スポーツと地元特産物の収穫体験をコラボさせ

たスポーツツーリズム事業の実施、地元の農産物を使った商品を開

発し、町内の産直市や空港等での販売、地域の子供たちに旬の野菜

の魅力を伝える食育教室の開催に取り組んでいます。これらの取組

により、地域コミュニティの維持・強化や交流人口が増加し、地域

活性化に貢献していることが評価されました。 

四国の右下木の会社は、徳島県南部地域伝統の「樵木（こりき）

林業」の再興と「食える里山産業」を目指し、製炭工程のスマート

化を図り高品質な備長炭を安定的に製造し、「樵木備長炭」のブラ

ンドで販売しています。また、雇用の創出、伝統・文化の継承、老

齢林の若返り等、里山の回復・維持につながる取組を自治体と連携

し、推進していることが評価されました。

 

【令和６年12月12日勝浦町役場にて】

【令和６年12月19日美波町役場にて】

秋成理事長は、「自分たちの活動を知ってもら

うために、スポーツや食育などのイベントを通じ

て実際に商品を手に取ってもらい、

食べてもらうことが大事であると考

え、試食会等を行うことが勝浦町の

地域活性化にもつながっていると感

じている。今後もたくさんのことに

チャレンジしていきたい」と話され

ました。

吉田代表取締役は、「『地炎地食』という地域

の食を地域の熱源で味わうフードスタイルは唯一

無二のコンテンツで、インバウンドを含めた観光

誘致にもつながると考え、

これからも農林水産業に

関わる皆様方との連携を

より一層深めていきたい」

と話されました。
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